
は
じ
め
に

高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
（
脂
質
異
常
症
）
な

ど
の
生
活
習
慣
病
は
脳
卒
中
の
危
険
要
因
と
な
る
こ
と

か
ら
、
認
知
症
の
中
で
は
こ
れ
ま
で
脳
血
管
性
認
知
症

と
の
関
連
で
注
目
さ
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
最
近
の
基

礎
的
、
臨
床
的
研
究
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
は
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
（
Ａ
Ｄ
）
の
発
症
や
進
展
に
も
深
く
関
与
し

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
き
た
１）
２）
。
こ
の
こ
と
は
、

生
活
習
慣
病
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
Ａ
Ｄ
の
発

症
や
進
展
の
防
止
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｄ
の
治

療
戦
略
を
考
え
る
上
で
新
た
な
切
り
口
と
な
り
得
る
可

能
性
を
示
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
高
血
圧
や
高
脂
血

症
と
Ａ
Ｄ
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
る
。

高
血
圧

高
血
圧
と
認
知
機
能
障
害
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
疫
学
研
究
を
中
心
に
多
く
の
報
告
が
な
さ
れ

て
き
た
。
最
近
のQ

iu

ら３）
の
総
説
に
よ
れ
ば
、
中
年

期
に
お
け
る
高
血
圧
と
老
年
期
に
お
け
る
重
症
高
血
圧

や
低
血
圧
が
Ａ
Ｄ
を
含
む
老
年
期
の
認
知
症
の
発
症
に

関
連
す
る
と
い
う
。

降
圧
薬
の
認
知
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
も
、

多
く
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
表
�
に
大
規
模
臨
床

試
験
の
成
績
を
示
す
。
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｐ
試
験
で
は
、
サ
イ
ア

日
常
臨
床
に
潜
む
認
知
症

高
血
圧
・
高
脂
血
症

羽

生

春

夫
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ザ
イ
ド
系
利
尿
薬
に

認
知
症
の
発
症
を
防

止
で
き
る
よ
う
な
効

果
は
認
め
ら
れ
な
か

っ
た
。
６０
歳
以
上
の

収
縮
期
高
血
圧
患
者

を
対
象
と
し
た

Syst-E
ur

試
験
で
は
、

Ca
拮
抗
薬
で
あ
る
ニ

ト
レ
ン
ジ
ピ
ン
が
認

知
症
の
発
症
を
５５
％

抑
制
し
、
し
か
も
そ

の
多
く
は
Ａ
Ｄ
で
あ

っ
た
と
報
告
さ
れ
た
。

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｓ

試
験
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｅ

阻
害
薬
で
あ
る
ペ
リ

ン
ド
プ
リ
ル
が
脳
血

管
障
害
の
再
発
に
伴

う
認
知
症
の
リ
ス
ク
を
３４
％
減
少
し
、
Ｓ
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
試

験
の
サ
ブ
解
析
で
も
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
拮
抗

薬
（
Ａ
Ｒ
Ｂ
）
の
一
つ
で
あ
る
カ
ン
デ
サ
ル
タ
ン
が
Ｍ

Ｍ
Ｓ
Ｅ
２４
〜
２８
点
の
群
で
認
知
機
能
障
害
の
進
行
を
抑

制
で
き
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
ら
は
、
高
血
圧
を
伴
う
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ

Ｉ
）
患
者
を
対
象
に
ニ
ル
バ
ジ
ピ
ン
と
ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン

の
脳
血
流
や
認
知
機
能
に
及
ぼ
す
影
響
を
比
較
検
討
し

た
。
両
者
と
も
同
じdihidropyridine

系
の
Ca
拮
抗
薬

で
あ
る
。
前
者
は
脂
溶
性
、
脳
血
管
選
択
性
、
脳
移
行

性
な
ど
の
点
で
ニ
ト
レ
ン
ジ
ピ
ン
よ
り
も
さ
ら
に
優
れ

て
い
る
が
、
後
者
は
血
液
脳
関
門
を
通
過
し
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
治
療
４
カ
月
後
で
は
、
ニ
ル
バ
ジ
ピ
ン

群
で
記
憶
障
害
（
Ｗ
Ｍ
Ｓ－

Ｒ
の
論
理
的
記
憶－

Ｉ
）

が
改
善
し
、
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
で
も
前
頭
葉
の
有
意
な
血
流

上
昇
が
認
め
ら
れ
た
が
、
ア
ム
ロ
ジ
ピ
ン
群
で
は
認
知

機
能
の
改
善
は
見
ら
れ
ず
、
側
頭
葉
の
有
意
な
血
流
低

下
が
見
ら
れ
た１）
。
さ
ら
に
、
２０
カ
月
後
ま
で
の
認
知
機

能
の
変
化
を
Ａ
Ｄ
Ａ
Ｓ
で
評
価
し
た
結
果
、
ニ
ル
バ
ジ

�降圧薬と認知機能（大規模臨床試験による成績）
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ピ
ン
群
の
多
く
は
認
知
機
能
障
害
の
悪
化

が
見
ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
ム

ロ
ジ
ピ
ン
群
の
多
く
は
悪
化
が
見
ら
れ
、

Ａ
Ｄ
へ
とconvert

し
た
（
図
�
）。
こ

の
相
違
に
つ
い
て
、
両
薬
剤
の
脳
浸
透
性

の
違
い
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
最
近

の
Ａ
Ｐ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス

を
用
い
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
ニ
ル
バ
ジ
ピ

ン
は
Ａ
β
沈
着
と
関
連
し
た
脳
血
流
障

害
を
改
善
し
、
さ
ら
に
脳
内
Ａ
β
量
も

減
少
さ
せ
た
と
い
う
。

そ
の
他
に
、
脳
へ
の
浸
透
性
の
高
い
Ａ

Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
（
ペ
リ
ン
ド
プ
リ
ル
、
カ
プ

ト
プ
リ
ル
）
が
Ａ
Ｄ
の
進
行
を
抑
制
し
た

と
い
う
報
告
や
、
高
齢
高
血
圧
患
者
を
対

象
と
し
た
検
討
で
は
あ
る
が
、
Ａ
Ｒ
Ｂ
の

一
部
（
ロ
サ
ル
タ
ン
、
バ
ル
サ
ル
タ
ン
、

テ
ル
ミ
サ
ル
タ
ン
）
に
つ
い
て
も
、
そ
れ

ぞ
れ
対
照
薬
（
サ
イ
ア
ザ
イ
ド
系
利
尿
薬
、

�高血圧を伴うMCI 患者におけるADASの変化（多項式回帰）

ニルバジピン投与群は２０カ月後まで ADASの得点にほとんど変化が見られな
かったが、アムロジピン投与群の多くは悪化していった。ニルバジピン投与
群の８例中、進行しドネペジルを投与されたのはわずか１例のみであったの
に対して、アムロジピン投与群では７例中５例が進行し、ドネペジルが投与
された。
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β
遮
断
薬
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
）
と
比
較
し
、
記
憶
を

含
む
認
知
機
能
検
査
で
有
意
な
改
善
が
得
ら
れ
て
い
る
。

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
�
が
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
の
放
出
や

海
馬
に
お
け
る
長
期
増
強
効
果
を
抑
制
す
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
阻
害
作
用
を
有
す
る
降
圧
剤
に
は
、
記
憶
障
害
の

改
善
作
用
が
期
待
さ
れ
る
。
ま
た
Ａ
Ｐ
Ｐ
ト
ラ
ン
ス
ジ

ェ
ニ
ッ
ク
マ
ウ
ス
を
用
い
た
実
験
で
も
、
バ
ル
サ
ル
タ

ン
が
脳
内
Ａ
β
沈
着
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
約
３０
％

に
ま
で
抑
制
し
た
と
す
る
報
告
も
見
ら
れ
る４）
。

今
後
多
数
例
で
の
臨
床
試
験
に
よ
る
確
認
が
必
要
と

考
え
ら
れ
る
が
、
降
圧
剤
の
中
に
は
降
圧
効
果
以
外
に

Ａ
Ｄ
病
変
を
軽
減
す
る
効
果
が
期
待
で
き
る
も
の
も
あ

り
そ
う
で
あ
る
。

高
脂
血
症

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
異
常
が
Ａ
β
の
産
生
や
凝
集
、

神
経
細
胞
変
性
に
関
与
し
て
い
る
と
い
う
基
礎
実
験
の

デ
ー
タ
は
数
多
い
が
、
臨
床
レ
ベ
ル
で
は
、
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
と
Ａ
Ｄ
発
症
と
の
関
連
に
つ
い
て
一
致
し
た
成

績
は
得
ら
れ
て
い
な
い
１）
２）
。

Ａ
Ｄ
と
の
関
連
に
つ
い
て
肯
定
的
な
報
告
と
否
定
的

な
報
告
が
見
ら
れ
る
。
相
反
す
る
成
績
が
見
ら
れ
た
理

由
と
し
て
、
血
清
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
測
定
の
時
期
と
認

知
症
発
症
と
の
時
間
的
な
関
連
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
さ

ら
に
血
液
脳
関
門
に
よ
っ
て
隔
絶
さ
れ
た
脳
内
と
末
梢

の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
代
謝
の
違
い
な
ど
の
問
題
も
挙
げ

ら
れ
よ
う
。

治
療
に
関
し
て
も
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
下
げ
る

べ
き
か
否
か
、
ス
タ
チ
ン
の
投
与
が
Ａ
Ｄ
の
発
症
抑
制

に
有
用
か
否
か
、
な
ど
一
定
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
得
ら

れ
て
い
な
い
。W

olozin

ら５）
、Jick

ら６）
に
よ
っ
て
、
ス

タ
チ
ン
服
用
者
は
非
服
用
者
に
比
べ
て
Ａ
Ｄ
発
症
率
の

有
意
な
低
下
が
見
ら
れ
た
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
、
大

き
な
関
心
を
呼
ん
だ
。
し
か
し
、
ス
タ
チ
ン
の
脳
内
移

行
の
問
題
やcase-control

デ
ザ
イ
ン
に
問
題
が
あ
る

と
の
指
摘
も
な
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
大
規
模
前
向
き
臨

床
試
験
の
成
績
が
報
告
さ
れ
た
。
心
血
管
系
の
疾
患
や

リ
ス
ク
を
有
す
る
患
者
を
対
象
と
し
たH

PS

（H
eart
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Protection
Study

）
で
は
、
シ
ン
バ
ス
タ
チ
ン
服
用
群

と
プ
ラ
セ
ボ
服
用
群
の
間
で
認
知
機
能
に
有
意
差
が
見

ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
よ
う
に
、PR

O
SPE

R

（the
Pro-

spective
Study

ofPravastatin
in

E
lderly

atR
isk

）
の

二
次
解
析
で
も
、
プ
ラ
バ
ス
タ
チ
ン
服
用
群
と
プ
ラ
セ

ボ
服
用
群
の
間
で
認
知
機
能
に
有
意
差
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
こ
れ
ら
の
報
告
で
も
、
認
知
機
能
検
査
法
、
治

療
期
間
、
ス
タ
チ
ン
投
与
量
を
含
む
研
究
デ
ザ
イ
ン
の

問
題
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
軽
度
か
ら
中

等
度
の
Ａ
Ｄ
を
対
象
と
し
た
最
近
の
無
作
為
化
対
照
比

較
試
験
で
は
、
シ
ン
バ
ス
タ
チ
ン
や
ア
ト
ロ
バ
ス
タ
チ

ン
服
用
群
で
、
認
知
機
能
の
悪
化
や
行
動
障
害
の
増
悪

が
プ
ラ
セ
ボ
群
よ
り
有
意
に
緩
和
さ
れ
た
と
す
る
報
告

も
あ
る７）
（
表
�
）。
最
近
の
病
理
学
的
研
究
で
も
、
ス

タ
チ
ン
投
与
群
で
は
非
投
与
群
と
比
べ
て
神
経
原
線
維

変
化
や
老
人
斑
は
有
意
に
少
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る８）
。
ス
タ
チ
ン
に
は
血
管
内
皮
機
能
の
改
善
、
血
栓

形
成
の
抑
制
、
抗
炎
症
作
用
な
ど
の
多
面
的
効
果
が
知

ら
れ
て
お
り
、
神
経
保
護
的
に
作
用
す
る
可
能
性
も
あ

�スタチンと認知機能（無作為化対照比較試験）（文献７）を一部改変）

Miida et al. Curr Opin Lipidol１６，６１９～６２３（２００５）を一部改変

CLINICIAN ’08 NO. 569 48（５９８）



る
。
ス
タ
チ
ン
の
Ａ
Ｄ
発
症
予
防
効
果
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
多
く
の
検
討
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

Ａ
Ｄ
と
高
血
圧
、
高
脂
血
症
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

と
く
に
治
療
の
観
点
か
ら
述
べ
た
。
老
年
期
の
Ａ
Ｄ
患

者
で
は
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
を
合
併
す
る

頻
度
が
高
く
、
筆
者
ら
の
も
の
忘
れ
外
来
に
お
け
る
調

査
で
も
、
高
血
圧
が
４２
％
、
糖
尿
病（
Ｉ
Ｇ
Ｔ
を
含
む
）

が
２０
％
、
高
脂
血
症
が
４８
％
合
併
し
て
見
ら
れ
た
。
老

年
者
の
診
療
に
際
し
て
は
全
人
的
か
つ
総
合
的
な
医
療

が
求
め
ら
れ
る
が
、
生
活
習
慣
病
の
治
療
や
管
理
が
Ａ

Ｄ
の
進
行
防
止
や
予
防
、
治
療
な
ど
の
点
で
さ
ら
に
重

要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
い
。

（
東
京
医
科
大
学

准
教
授

老
年
病
科
）
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